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のビタミン^2 の抽出条件とBl2の形態について
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　目的　卵は栄養素を比較的バランスよく含み，高品質のタンパク質源であるだけでなく

ビタミンB 群をはじめとする微量栄養素の重要な給源でもある。演者らは.重要な微量栄

養素の‾つであるビタミンB,2に着目して研究しているifl , Bj戸形態を検討するために従来

から頻用されてきた抽出条件は，鶏卵の場合適当でないことが判明した。そこで，主とし

て^12の抽出゛分離条件について検 討じさらに,鶏卵中で^12がどのような形態で存在して

いるかについて, Bj声縁体の分離同定を行った。

　方法　鶏卵からの^2体の抽出は, (1) KCM-酢酸緩衝液(以下，buffer),pH 4．8　(2) 80% ヱ。

タノール水溶液　(3) N－ヱチルマレイミド( a.下, NEM)-buffer,pH 2.8　(4) buffer,pH 2.8

(5) NEM-buffer,pH 4.8 (6) buffer pH 4.8の各溶媒中に鶏卵を充分I攬抑懸濁させた一定量を加

え, 100°C又は90°Cにて30 分加熱することによって行った。冷却後，遠心分離して得られた

上清を脱脂’してBj^定量用試料とし, E.aﾝli 215による微-生物学的定量･を実施した。次に，

抽出Bi2体をSEP.PAKカラム・Ci8 が-トリッジ(Waters Associates S)を用いて部分精製した際

の吸着^2量及びカラム通過B^,量を各々定量したo ^12の形態は’暗所にて部分侍製じセル

ロースアセテート膜による電気泳動とミクロ高速液一体クロ｀マトグラフイーにか･けて分冒し

た後, a一生物学的定量を実施して^2類緑体を同定しだ

　結果　鶏卵からの^12抽出率ば(1)のKCN-buffer,pH 4.8の場合を■100%とすると，他の方法

はいずれも抽出率-が劣’り, (2)は(1)の約10%　， (3)は20% ，(4) IS 15%　, (5)は45%　, (6)は35%　で

あ゜だ^12の形態としては９ CN‾,HS0,-,0H゛,Ado-Bj2 が検出されだ

A 141 ５イタゲの日光m射にJごるビタミンa含有量の変化について
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　日的　シノjタアにit <=;■タミン1λの前駆物ずで渦るヱルゴ'ステロ―ルダ多量,'奮有されて

いる．しかしX ルゴ｀ステa ール{■t人閣の賜てヽ･ftほヒんど吸収で札ないr< ﾉﾌ, 貧品すめヱ- ･レ

ゴステX2 ―･レは噺外mi- あてて防犯してヵヽらμ取しりヽけ良･ず意哺aヽ■rj-いので (-*■ないかｋﾚヽ

われマいる．そこで"演者･t太楊光啼すめ噺外緑をシうタヴ･こ原身ずずるこ^ にJ: ') Y.Dz-i'-'^

我｀される,ぎ,に希回しT'-.前報にフヅいマ, 今回1^ 乾溥シうタゲの郭詞到V. O^今有量，貯蔵'

－羨･こよるr. Piそ･り変吟，ならびにit 5-1タヂの日光照射時閣，照蛉岬伍,-^る7 p^t考

量について;狸｀まtしr--．

　方式　彰溥シうタアの,ク薦柄を試料としiE壁を中,にに2 外潮日池原射しft. 香傭(ife)

のZ時聞照射したicn i常渥区，冷蔵区，冷涼区/こ分刺しbヵ月閥貯蔵しr:．そう,うタケ

の罵齢時間,*ひ命，節介，／呼剤，Z時胡，牟時闇，8-外潮とし前傘素面，葡禰却に同条

件下マヽQ老眼貯し応昶検対レた. Y. Pi・元量,寸藤田ら，考本らめ万傭に準拠して行った．

　結果　到T照すなわ弓珊照肘の乾燥?－イタゲ，池>イタケに･-t Y-以の存在･*謎められなヵ｀

つた≪v-，日光原射しれものにぼ取縛，fk ・もに明らヵヽにv:P,の/i:戌*ヽ'認μられな．祁詞剌

にみるヒ香債お･冬政，香西,こ比ぺ･高･ヽ奮考量t 示した．また貯蔵中にみける変化･も掌藻

区は冷政£，冷涼区よ'j T. 92の誘ヅカヽ″顕著T･あり貯蔵･(,ヵ月棟口寸冷蔵区，冷凍^ ヒも

/t妬政戻ﾉ誠ヤ率-^"潟フため･こ対し，畢渫区マ“ば夕μり^マ･･あ，た．生シづタグば照れ時

闇ダ最くなる＼-~＼牛ﾚヽUL-量お･増加する傾伺?示し, 爾樗卸に照射‘したもの･才蔵章表面に照射

しr- i, のよ') % D，生減量が'ラI-ヽミこヒが認められずt.


